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平成 20 年 2 月 

 

ＯＢ会長年頭挨拶 

 

年頭に当たり OB 会員の皆様にご挨拶を申し上げます。 

昨年は、創部 50 周年の節目にあたり、祝賀会をはじめとする記念行事に対し多大なるご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。 

祝賀会は、内外の 300 名を超える方々のご臨席のもと、盛大かつ和やかな雰囲気のうちに執り行われ、

学生ゴルフ界における伝統校「立教」を十二分にアッピールすることができました。 

さて、今年もゴルフ界を取り巻く環境は、政治や経済情勢も相まって、一段と厳しいものが予想されま

すが、次の 50 年がより輝かしいものとなるよう、OB 会・現役一致団結して、新たな一歩を力強く踏み出

したく存じます。 

OB 会員の皆様には、更なるご支援をお願い申し上げる次第です。 

また、祝賀会と並んで創部 50 周年記念事業の二本柱の一つであります「50 周年記念誌」の刊行にあた

りましても、原稿執筆、資料の提供など引き続きご協力のほど重ねてお願い申し上げます。 

終わりに、OB会員、ならびにご家族の皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げまして、私のご挨拶とさせ

ていただきます。 

会長 中島 敬夫（昭和 46 年卒） 

 

立教大学ゴルフ部５０周年をむかえて 

 
向春の候 OB・OG の皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
昨年は創部５０周年を迎え、学校関係者のほか、他大学の皆様方にもご参加をいただき盛大な祝賀パー

ティーを無事に執り行うことができました。 
改めて OB会の皆様方には多大なるご協力をいただき厚く御礼申し上げます。 
さらに、５０周年記念事業といたしまして記念誌の刊行も控えております。 

ゴルフ部の歴史を振り返りつつ、後世に残す大変大切な事業ですので、是非とも OB・OG の皆様のご協力

とご指導を賜りたく存じます。 
最後になりましたが、今年も例年にも増してご多幸の年であることを心よりお祈り申し上げて、ご挨拶

にかえさせていただきます 
実行委員長 佐野 公胤（昭和 41 年卒） 

 



 2 

平成２０年度立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会会報 目次 

立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会長年頭挨拶 １ 

５０周年記念実行委員長挨拶 １ 

立教大学体育会ゴルフ部部長挨拶 ２ 

「ゴルフ部創部５０周年記念祝賀会」報告  ３ 

５０周年記念寄付金納入者一覧  ４ 

平成１９年度男女リーグ戦を振り返って  ５ 

平成１９年度競技会結果 ６ 

平成１９年度幹部挨拶 ８ 

平成２０年度幹部挨拶 ９ 

第６回 立教「大学」「新座中・高校」「池袋中・高校」ゴルフ部対抗戦 １０ 

立教小学校におけるスナッグゴルフ 活動報告 １１ 

アスリート入試について １２ 

平成１９年度立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ総会 議事録 １３ 

平成１９年度ゴルフ会報告 １４ 

ＯＢ会費納入のお願いならびに納入者一覧 １６ 

平成２０年度ＯＢ総会および懇親パーティーのお知らせ １７ 

 

 

「次の 50 年」 立教大学体育会ゴルフ部部長挨拶 

 

 創部百周年の 2057 年に、我が国社会やゴルフ事情はどのようになっているのだろう。 

まず、我が国の社会である。少子化によって、現在 1億 3000 万人弱の人口は 9000 万人内外になってい

る。創部の年、1957 年の人口が 9100 万人だから、次の 50 年で今から 50 年前の人口に戻る勘定である。  

しかし、人口構成は劇的に高齢化する。50 年前、65 歳以上の高齢者は全体の 5．4％、500 万人弱に過

ぎなかった。これに対し 2057 年の高齢者比率は４割を超え、3600 万人と推定される。この内、要介護高

齢者については 1957 年において 100 万人に満たず総人口の 100 人に１人程度であったのが、2057 年には

現在の 400 万人を更に上回って 700 万人台に達すると考えられる。即ち、50 年後の我が国は総人口の 12

人に１人が介護を要する高齢者という社会になる推測が成り立ち、介護や介護予防の重要性が改めて実感

される。 

一方、50 年後には自立した高齢者もその数 2900 万人と計算され、創部の頃の 7 倍以上の集団となって

いる。ゴルファー比率もプレー頻度も上昇しようから、老後の楽しみや介護予防でやっているシニアゴル

ファーでコースは平日から埋め尽くされる可能性がある。無論そうなれば新設も現れようが、歴史のある

名コースは、シニア、若い世代、近隣諸国からやって来るゴルファーが競り合って、これまで以上に高嶺

の花になるのではなかろうか。 

さて最後に創部百周年の OB 会についてである。一部の長老を除き、OB 会長以下のメンバーは、現時点

では未だゴルフ部自体に入部していないのであるが、彼らが五十周年を更に上回る百周年行事を行えるた

めにも、緩むことなく伝統のバトンをつないでいかなければならない。 
体育会ゴルフ部部長 田代 泰久教授 
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「ゴルフ部創部 50 周年記念祝賀会」報告 

 

創部 50 周年祝賀会が、去る 11月 21 日（水）、帝国ホテル富士の間にて開催されました。 

当日は、天気にも恵まれ 300 人を上回る OB・来客の方々にお集まりいただき、開会の時刻には広い会場

も参加者で埋め尽くされました。 

祝賀会に先立ち、司会者のテレビ朝日・寺崎貴司アナウンサーの紹介で柳 時京（ユ シギョン）チャプ

レンが登壇し「ゴルフ部の 50年を守り導いて下さった神様」への感謝の祈りが捧げられました。 

祝賀会では、まず主催者側を代表して中島敬夫 OB会長が挨拶、引き続き、来賓を代表して立教大学総長 

大橋英五氏、日本学生ゴルフ連盟会長・関東学生ゴルフ連盟会長 松本富夫氏、そして立教大学体育会会

長・立教大学経営学部長 白石典義氏からご挨拶をいただき、立教大学体育会 OB・OG クラブ会長田尾兵二

氏のご発声による乾杯でセレモニーを終え、歓談へと移りました。 

会場では、各大学のゴルフ部 OB と旧交を温める方々、立教大学の体育会各部の OB を交え昔話に花を咲

かせる方々などなど、あちらこちらで笑い声や歓声が沸き起こり、会場全体が心地よいざわめきに包まれ

ました。 

祝賀会半ばで、壇上に前ゴルフ部長の前田勇立教大学名誉教授、三代目 OB会長小泉直氏、四代目会長佐

野公胤氏が招かれ、各位のゴルフ部に対するこれまでの功績への感謝の印として、OB 会員を代表して中島

敬夫現会長よりペナント額が贈呈されました。 

（残念ながら、初代 OB 会長吉岡正恒氏、二代目金沢良信氏は欠席されたため、後刻お届け致しました。） 

続いて、現役紹介に移り、田代泰久部長、青木克益監督、ならびに男女キャプテンが壇上に上り、整列

した全部員と共に、暖かい激励の拍手を受けました。 

アトラクションでは、立教大学体育会応援団チアリーディング部によるパーフォーマンスがステージ上

で繰り広げられ、来場者の目を釘付けにしました。 

予定の時間もあっという間に過ぎ、体育会応援団益子哲央団長による第一応援歌、校歌、エールで会場

の空気もきりっと締まったところで、創部 50周年実行委員会の佐野公胤委員長より中締めの挨拶があり、

祝賀会は去りがたい気持ちを残し、無事盛会裡にお開きとなりました。 

最後になりましたが、記念祝賀会の準備にご尽力いただいた「50 周年実行委員会」の方々、そして当日

お客様の案内や受付業務に携わった現役の皆さんに深く感謝を申し上げ、祝賀会のご報告とさせていただ

きます。 
50 周年記念誌編集委員総括担当 宮坂 衞（昭和 46 年卒） 
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50 周年記念寄付金納入者一覧（敬称略） 

 

昨年 4 月から 50 周年記念行事寄付金をお願いしてまいりましたが、以下のとおり 262 名（764 口）の

OB・OG 会員の皆様方からご寄付をいただきました。 

誠に有難く、深く感謝を申し上げます。 

 

 
平成 20 年 1 月 25 日現在 

会   長 中島 敬夫（昭和 46 年卒） 

実行委員長 佐野 公胤（昭和 41 年卒） 

会計担当 松波 頼明（昭和 46 年卒） 
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平成 19 年度 男女リーグ戦を振り返って 

 

春季男子Ｃブロックリーグ戦 結果 5位  春季女子Ｃブロックリーグ戦 結果 3 位 

秋季男子Ｃブロックリーグ戦 結果 5位  秋季女子Ｃブロックリーグ戦 結果 3 位 

 

 男子においては、昨年のレギュラーが 4～5 人抜けた中で、春季リーグ戦前より非常に厳しい戦いが予

想されていました。しかし学生には、秋に 50 周年記念行事がひかえている中で、Ｄブロックにだけは絶

対に落ちるわけにはいかない！といつも気合いを入れていた一年間でもありました。 

そんな中、今年の男子春季リーグ戦が始まりました。結果的には不参加校が二校出たため、降格する不

安のない中で試合に臨んだこととなりました。スコア的には 70 台を出す学生がいないという予想通りに

しても悔しい成績でしたが、初めてのリーグ戦出場者も多い中で、8 人全員を起用するなど、チームとし

ては秋に向けて、確実に良い経験を積めた試合となりました。 

続いて行なわれた秋のリーグ戦では、2日間で 70台を延べ 5回出すことが出来ましたが、結果は 5位で

春と同じ成績となりました。たしかに結果は春と同じでしたが、内容的には春とは比べられないほど良い

もので、2～3ヶ月で急に伸びたことを感じとれた試合であったことは確かです。しかしながらＣブロック

での優勝は春、秋とも平均 77 点台を切るというハイレベルの戦いであり、このブロックで優勝をするた

めには、相当な練習を重ね、チーム全員の底上げが必要であり、最終的には全員が 70 台で回るという高

い目標をクリアする必要があるということがわかりました。今後もＣブロック優勝へ向けて頑張っていく

所存です。 

一方女子は、昨年よりレギュラーとしての戦力ダウンは一人だけだったので、あわよくば優勝もしたい

と思って臨んだ一年間でした。しかしながら結果は春、秋とも 3位となり、昇格はできませんでした。さ

らに、この３位という結果は惜しく感じますが、残念ながら上位校との差は歴然としていました。単に 1

位と 3位という順位の差で表せないものがコース内で展開されていたのです。アプローチ、パットにもか

なりの差はありますが、何と言っても顕著に差が表れてしまうのはドライバーの飛距離ではないでしょう

か。優勝校選手との飛距離の差は少ない選手で 30ヤード。多い選手では 80ヤードの差がありました。18

ホールの中で、セカンドショットにてフェアウェイウッドを使っても乗らない本校の選手に対し、ショー

トアイアン（それもＰＷ以下）で打ってくる優勝校の選手・・・といった光景が何度もあったわけです。

とにかく飛距離をアップさせることが、今の一番の課題であると思います。来季の女子は、今季よりまっ

たく戦力ダウンをしない状況です。来季こそ絶対にＢブロックに復帰しなければいけないと思います。今

後も尚一層の努力を重ねる所存です。OB・OG の皆様には一年間暖かいご声援をいただき誠にありがとうご

ざいました。 

監督 青木 克益（昭和 63 年卒） 
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平成１9年度幹部 挨拶 

【 男子主将 】 
立教大学体育会ゴルフ部５０周年という節目の年の主将という大役を任命され、スタートした私のゴル

フ部最後の年は、あっという間に過ぎていきました。 

本年度は、「Ｂブロック昇格」と共に、「ゴルファーとして必要な礼儀やマナーを徹底すること」をテー

マとし、合宿要項の改訂に向け、従来の体制を変えていきながら活動をしてきました。 

大幅な変化の中で活動する後輩達にとっては、非常に難しい年になったのではないかと思います。これ

もすべては、立教大学体育会ゴルフ部が再びＢブロック昇格を果たし、Ａブロックを狙えるチームにする

という目的があったからです。 

この目的に対し、今年度は春季リーグ戦、秋季リーグ戦共に５位という残念な結果に終わりました。試

合においてチームとしての実力を十分に発揮出来なかったことは非常に悔やまれます。しかし、来年度主

将の別府、渡をはじめとした後輩達は変わりゆく運営体制の中で、とまどいながらも伝統校の名に恥じぬ

様、必死に頑張ってくれました。月例や合宿を行うにつれ、部員の技術が例年にも増してレベルアップし

ている事を実感出来たのも確かです。来年度こそは、一生懸命ついてきてくれた後輩達が「結果」を残し

てくれると信じています。 

最後になりましたが、創部５０周年という節目の年の主将という名誉ある責務を果たすことが出来たの

も、青木監督をはじめ、OB・OG の方々、そして同期や後輩達の力添えがあったからです。この場を借りて

お礼申し上げたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 今後は、OBとして微力ながら立教大学体育会ゴルフ部の発展に力を注いでいきたいと思います。 

4 年 釣部 雅義 

 

 

 

【 女子主将 】 
３年生ながら主将という大役を任され、戸惑いがあり不安や重圧に押し潰されそうな時もありましたが、

様々な貴重な経験をした１年になりました。昨年は２つの目標を掲げましたが、Ｂブロック昇格という目

標は果たせずにＣブロック残留という結果に終わってしまったことは、自分の力不足を痛感するとともに

OB・OG の皆様には大変申し訳なく思っています。 

しかしリーグ戦を経て、私自身をはじめ各自が得たものは非常に大きいです。この経験は今後のリーグ

戦や個人の試合、さらにはＢブロック昇格に必ず活かせると考えております。本年度の目標として、昨年

から引き続いてのＢブロック昇格、そして、部の新しい体制を築いていくことです。ゴルフ部は５０周年

の節目の年を迎えたと同時に、スポーツ特待制度の導入という大きな転機を迎えています。合宿要項の改

訂など取り組みはすでに始まっていますが、より良い発展のためにしっかりした土台を作れるよう、同期

と協力していこうと思います。 

伝統あるゴルフ部の女子の女子主将を２年間務めさせていただく責任の重さを今一度考え、率先して模

範を示しながら、今以上に部員を引っ張っていきます。 

 最後になりましたが、OB・OG の皆様の温かいご支援、心からお礼申し上げます。これからも変わらぬご

指導・ご声援をよろしくお願い致します。 

3 年 渡 美貴子 
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平成 20 年度幹部 挨拶 

【 男子主将 】 
  この度、平成二十年度立教大学体育会ゴルフ部主将を務めさせていただく事になりました、別府弘章で

す。 

今年度、ゴルフ部は創部五十周年を迎え、改めて他大学にはない立教の素晴らしさを感じさせられまし

た。そして、この伝統ある立教大学体育会ゴルフ部では来年度からアスリート選抜入試制度が行われ、新

たな一歩を踏み出そうとしております。その上でも、来年度は非常に大事な年になります。強い立教の再

現のために、私は来年度主将として、部員一人一人が高い意識を持って考え、結果を残せる環境を作り、

部員一丸となって Bブロック昇格という目標を果たし、数年後には Aブロックにいるのが当然という地盤

を作りたいと考えております。 

また、個人的には日本学生選手権に平成１４年度卒の鈴木康友先輩以来の出場を果たしたいと考えてお

ります。 

 このような目標を達成し、普段から多大なるご支援、ご指導頂いております OB・OG の皆様によい御報

告をさせていただきたいと現役一同考えておりますので、これからも変わらぬご支援、ご指導の程よろし

くお願い致します。 

3 年 別府 弘章 

 

 

 

【 女子主将 】 
 3 年生 渡 美貴子（19 年度に引き続き 20 年度も女子主将） 
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優勝  立教大学体育会ゴルフ部 601ｽﾄﾛｰｸ

２位  立教池袋中学・高校ゴルフ部 677ｽﾄﾛｰｸ

３位  立教新座中学・高校ゴルフ部 732ｽﾄﾛｰｸ

第６回 立教「大学」「新座高校」「池袋中・高校」ゴルフ部対抗戦 

 

毎年、年末に行なわれていた大学・新座中高・池袋中高の試合を今年は 8 月に開催しました。 
結果は、大学が今年も優勝いたしました。尚、池袋中高が初めて新座中高に勝ち、2 位となりました。 

第 6 回 立教対抗戦 
2007 年 8 月 10 日 古河ゴルフリンクス 

《団体成績》（8 名中上位 7 名のトータルスコアによって決定） 
 
 
 
 
 
 
 

《個人成績》 
 

順位 所属 名前 学年 ＯＵＴ ＩＮ ＴＯＴＡＬ 順位 所属 名前 学年 ＯＵＴ ＩＮ ＴＯＴＡＬ

1 大学 金子直久 大4 36 36 72 26 池袋 川上裕貴 中1 48 42 90

2 大学 原田陽平 大3 38 35 73 27 池袋 大野勝利 高2 49 42 91

3 大学 片桐幸之助 大3 36 38 74 28 池袋 金澤雄磨 中3 46 46 92

4 大学 佐藤礼弥 大2 36 38 74 29 大学 渡美貴子 大3 46 46 92

5 大学 別府弘章 大3 38 37 75 30 池袋 山田　類 高1 47 46 93

6 新座 吉田昌弘 高2 41 36 77 31 大学 原亜裕美 大3 46 47 93

7 大学 釣部雅義 大4 39 38 77 32 大学 服部小百合 大3 43 50 93

8 大学 松本慎平 大3 38 39 77 33 池袋 那須一暉 中3 44 50 94

9 新座 石本隆人 高2 40 39 79 34 新座 戸部勇生 高2 47 50 97

10 池袋 兼田大嗣 中3 42 37 79 35 池袋 桑内健佑 中3 48 49 97

11 大学 川島栄太 大3 39 40 79 36 大学 久恒葉月 大3 50 47 97

12 大学 寺尾洋介 大3 40 40 80 37 新座 深澤信敬 高2 49 50 99

13 池袋 亀井健太 中3 45 37 82 38 新座 入野雄太 高2 51 50 101

14 池袋 沼沢慧太 中2 42 42 84 39 大学 山根　亮 大1 53 49 102

15 新座 小澤裕平 高2 46 39 85 40 大学 秋山紘子 大3 49 53 102

16 大学 郡司聡史 大4 44 41 85 41 大学 窪田有里子 大3 55 50 105

17 大学 長田和也 大2 45 40 85 42 新座 佐藤雄太 中3 56 52 108

18 新座 渡辺　俊 高2 46 40 86 43 大学 内田麻美 大1 53 57 110

19 池袋 松永昌広 高2 42 44 86 44 新座 荒野颯太 中3 52 59 111

20 池袋 藤波怜於南 中2 43 43 86 45 大学 秋山紀子 大2 59 55 114

21 池袋 青木友翼 中2 46 40 86 46 池袋 川崎　岳 中3 60 57 117

22 池袋 小川智優 高2 44 43 87 47 新座 阿部勇輝 高1 56 66 122

23 池袋 宇佐美雅俊 中3 45 42 87 48 新座 村田成弘 高1 56 69 125

24 池袋 加藤裕也 中3 42 46 88 49 大学 平山尚樹 大1 70 56 126

25 池袋 高橋晋仲輔 中1 43 46 89 50 新座 照屋瑛一 高1 62 79 141  
 
 

 

監督 青木 克益（昭和 63 年卒） 
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立教小学校におけるスナッグゴルフ 活動報告 

 

現在、大学ゴルフ部 OB のボランティア活動によって、立教小学校の 3 年生および 4 年生を対象に、体

育の授業の中でスナッグゴルフを教えています。また代表チームを結成して、対外試合にも出場していま

す。（試合は団体戦のみで、6人中上位 5人のスコアの合計によって順位を決定します。） 

2007 年度は、代表チームが東京都大会に優勝し全国大会に出場しました。また、12 月に行なわれた関

東大会では、6年生チームが見事優勝をしました。 

○スナッグゴルフＪＧＴＯカップ 東京都予選 2007 年 5 月 19 日 府中 C.C. 

優勝 立教小学校 169 ストローク <全国大会への出場権を獲得> 

○スナッグゴルフＪＧＴＯカップ 全国大会 2007 年 6月 30 日 宍戸ヒルズ C.C. 

13 位 立教小学校 164 ストローク 

 （優勝は笠間市立稲田小学校 148 ストローク） 

○スナッグゴルフ関東大会 2007 年 12 月 1日 ノーザン C.C. 

優勝 立教小学校 6年生チーム 121 ストローク 

2 位 立教小学校 5年生チーム 128 ストローク 

5 位 立教小学校 3年生チーム 134 ストローク 

8 位 立教小学校 4年生チーム 141 ストローク 

 
監督 青木 克益（昭和 63 年卒） 
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アスリート入試について 
 

2008 年度より立教大学ではアスリート入試が始まりました。 
ゴルフ部はアスリート入試の募集競技種目となっています。 
《注意事項》 
・各募集競技種目の第 1 次選考合格者数は原則 5 名までとする。 
・出願競技種目は高等学校時代に活動していた競技種目に限る。 
《対象学部》 
全学部 (文学部・異文化コミュニケーション学部・経済学部・経営学部・理学部・社会学部・法学部・観

光学部・ コミュニティ福祉学部・現代心理学部)  
《出願資格》 
次の 1～3 の条件をすべて満たす者 
1. 本学への入学を強く希望し、入学後、学業と体育会でのスポーツ活動とを両立させる強い意欲を持つ者。 
2. 今年度にて高等学校（中等教育学校後期課程を含む。以下同じ） 
を卒業する者で、高等学校第 2 学年末までの全体の評定平均値が 3.5 以上の者。 
3. 募集競技種目において、次の（a）～（d）のいずれかに該当する者。 
(a)オリンピック、世界選手権、IF（インターナショナル・フェデレーション）主催の国際大会、およびこ

れらに相当する国際大会に出場した者。 
(b)全国高等学校総合体育大会、全国高等学校選手権大会、全国高等学校選抜大会、国民体育大会、および

これらに相当する全国大会において、16 位以上の成績を収めた者。団体競技の場合は、16 位以上の成績

を収めたチームで、正選手として出場した者。 
(c)各地域のブロック大会（例：関東大会等）において、8 位以上の成績を収めた者。団体競技の場合は、8
位以上の成績を収めたチームで、正選手として出場した者。 
(d)その他、上記（a）～（c）と同等以上の実績を、公式競技記録等により証明できる者。 
《選考方法》 
第一次選考 書類選考:□志望理由書 □調査書 □競技実績証明書および資料 
第二次選考 □小論文：与えられたテーマについて書かれた小論文から、論理的構成力・文章表現力・知

的素養・独創的発想などを総合的に評価します。□面接 
 

監督 青木 克益（昭和 63 年卒） 
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平成 19 年度立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会総会 議事録 

平成 19 年 4月 17 日（火） 於 東京駅大丸 8階ﾊﾞﾝｹｯﾄﾙｰﾑ 

 

第１号議案： 2006 年度（平成 18 年度） 事業報告  

2006 年 4 月 18 日 総会 及び 懇親パーティー 於：東京駅大丸 8階バンケットルーム 

 6 月 13 日 OB 会ゴルフ会 於：東京ゴルフ倶楽部 

6 月  立教大学体育会 OB・OG クラブ定期総会 於：太刀川記念館 

 7 月  OB 会常任幹事会 

7 月 31 日-8 月 4 日 夏季一般合宿 於：富士カントリー笠間クラブ 

 8 月 29 日 立教大学体育会 OB・OG クラブ各部懇親ゴルフ会 於：狭山ゴルフクラブ 

 9 月 18 日 OB 会東西対抗ゴルフ会 於：東京ゴルフ倶楽部 

 10 月  OB 会常任幹事会 

 10 月 17 日 第 28 回関東八大学 OB ゴルフ大会 於：我孫子ゴルフ倶楽部 

 11 月  立教大学体育会 OB・OG クラブ各部会長懇談会 

 11 月 16 日 50 周年記念委員会 

 12 月  OB 会常任幹事会 

 12 月  立教「大学」「新座高校」「池袋高校」対抗戦 

2007 年 1 月  立教大学体育会総会 於：タッカーホール  

 2 月  会報発行  

 2 月 23 日 50 周年記念委員会 兼 幹事会  

 3 月 5-9 日 春季一般合宿 於：ユーアイカントリークラブ  

第２号議案： 2006 年度（平成 18 年度）収支決算報告     

 

第３号議案： 200７年度（平成 19 年度）事業計画     

 4 月 17 日 総会 及び 懇親パーティー 於：東京駅大丸 8階バンケットルーム  

 6 月  立教大学体育会 OB・OG クラブ定期総会 於：太刀川記念館  

 6 月 12 日 OB 会ゴルフ会 於：我孫子ゴルフ倶楽部  

 7 月  OB 会常任幹事会  

 8 月  夏季一般合宿 

  8 月 29 日    体育会 OB・OG クラブゴルフ会 於：狭山ゴルフ・クラブ 

 10 月  OB 会常任幹事会  

 10 月 19 日 第 29 回関東八大学 OB ゴルフ大会 於：大利根カントリークラブ  

 11 月  立教大学体育会 OB・OG クラブ各部会長懇談会  

 11 月 21 日 50 周年記念祝賀パーティー 於：帝国ホテル  

 12 月  OB 会常任幹事会  

2008 年 1 月  立教大学体育会総会 於：タッカーホール  

 2 月  会報発行  

 3 月  春季一般合宿   

第４号議案： 200７年度（平成 19 年度）収支予算案 

 

第５号議案： 50 周年記念行事 

総務担当 山口 高（昭和 46 年卒） 
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平成 19 年度ゴルフ会報告 

１ OB 会ゴルフ会 

  平成 19 年 6 月 12 日（火） 我孫子ゴルフ倶楽部 参加者 36 名 

 
 

２ 立教大学体育会 OB・OG クラブゴルフ会 

  平成 19 年 8 月 29 日（水） 狭山ゴルフ・クラブ 参加者合計 96 名（内ゴルフ部 10名） 

 
菅副会長が優勝、中島会長が準優勝。なお、田中章夫氏（S41）が東コース 7番ショートホールで 

見事ホールインワンを達成されました。 
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３ 関東八大学 OBゴルフ会 

  平成 19 年 10 月 19 日（金） 大利根カントリークラブ 参加者合計 76名（内立教 8名） 

 
団体戦では、中央大学を 1ストローク差で振り切り、昨年の 5位から 2つ順位を上げ 3位となりました 

 
平成 19 年度 お忙しい中上記ゴルフ会にご出席頂きました OB・OG 会員の皆様、誠にありがとうございま

した。 

 

なお、平成 20 年度 OB 会ゴルフ会開催は 6月 10 日（火）を予定しております。 

会場並びにスタート時間については、別途ご案内を差し上げますので、OB・OG 会員お誘いあわせの上、多

数ご参加頂きますようお願い申し上げます。 

 

幹事長 須藤 敏之（昭和 50 年卒） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OB 会会報発行時期の変更について 
 

OB 会会報の発行時期は毎年 2 月初旬ごろですが、OB 会総会が毎年 4 月に開催されるため、会員の皆様

へ新年度事業計画等のご案内が 1年遅れになってしまうなどの不都合がございました。 

当幹事会では、OB会行事等活動報告をタイムリーご案内するため、平成21年度からはOB会総会終了後、

速やかに発行する予定でおりますのでご了承いただきますようお願い申し上げます。 
 

総務担当 山口 高（昭和 46 年卒） 

 

訃 報 
 

ゴルフ部 OB 会初代会長、吉岡正恒氏（昭和 34 年卒）が平成 20 年 2 月 9 日（土） 
ご逝去されました（享年 73 歳） 
お悔やみ申し上げますとともに、謹んでご報告いたします 
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OB 会費納入者一覧表（212 名 敬称略） 納入期間 ： 平成 19 年 1 月 25 日～平成 20 年 1 月 24 日）  
会費ご納入いただきありがとうございました 

 

次の方々は、昨年の納入者一覧に記載漏れがありましたので、お詫びの上今年の会報に掲載させていただきます 

 

ＯＢ会諸兄諸姉へ ＯＢ会費納入のお願い 
早春の頃、OB 会員の皆様におかれましては益々ご健勝の事とお慶び申し上げます。昨年度は OB 会の主旨にご賛同頂

き沢山の会員の方からの自動振込み手続きの申し込みを頂き、会長はじめ幹事一同より心よりお礼申し上げます。本

年度も現役選手諸君のリーグ戦、個人戦の日程が発表され日々益々ボルテージもあがっております。近年、試合を見

据えた合宿、練習など現役諸君が負担する経費も年々増加の一歩をたどり、より一層の支出が予想されますので OB

会としてもできるだけ彼らをバックアップする意味合いでも、まだ会費未納入の会員におかれましては是非、自動振

込み手続きまたは振込みをお願いする次第でございます。何卒ご協力ご尽力頂けます様宜しくお願い申し上げます。 

OB 会会計 松波 頼明（昭和 46 年卒） 

《OB 会口座》 

三菱東京 UFJ 銀行 新橋支店 普通預金口座 5095302 立教大学ゴルフ部 OB 会 

男子：年額 10,000 円（ただし、卒部後 3 年までは 5,000 円） 

女子：年額 8,000 円（ただし、卒部後 3 年までは 5,000 円） 

《自動振込み用紙の送付先及び連絡先》 

〒105-0003 港区西新橋 1-16-3（株式会社三晃社内）松波頼明 電話 03-5501-7071 ＦＡＸ03-3593-2388 
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平成 20 年度 立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会総会及び懇親パーティーのお知らせ 

 

OB 会会員各位 

 

平素は OB会の運営にご協力いただきありがとうございます。 

さて、今年も例年どおり下記日程にて OB会総会及び懇親パーティーを開催いたします。 

ご多忙中恐縮ではございますが、一人でも多くの OB・OG 会員皆様方のご出席・ご参加を賜りたくお

願い申し上げます。 

会長 中島 敬夫 

記 

１ 日程  平成 20年 4 月１8日（金） 

      O B 会 総 会  ： 18：00 開会 

      懇親パーティー ： 18：30 開会 

２ 場所  八重洲倶楽部 （JR東京駅八重洲地下街 地下 2階） 

東京都中央区八重洲 2-1 

３ 会費  ３，０００円 

４ 回答方法 同封の返信用ハガキにて 3月 31日（月）までにご回答をお願いします 

５ お問い合わせ先 

  総務担当 山口 高（昭和 46年卒）携帯 090-4387-7017 e ﾒｰﾙ rokapark3307@yahoo.co.jp 

以 上 

八重洲倶楽部案内図 

 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
― この会報は皆様からお振込みいただいた OB 会費によって製作されています ― 

 

平成 20 年度立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会 会報 

発行者： 立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会 

事務局： 東京都豊島区西池袋三丁目 立教大学内 

発行人： 中島 敬夫   編集人： 川俣 雅昭、山口 高 

http://www2.odn.ne.jp/rikkyo-golf/ 

（立教大学体育会ゴルフ部ウェブサイトにて、ゴルフ部の最新情報をご覧ください。）  
 

八 重 洲 地

下 街 全 体


